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条
例
や
予
算
の
詳
細
な
審

議
は
、
各
常
任
委
員
会
の
審

議
と
な
る
。

　

常
任
委
員
会
の
審
査
日
程

は
会
期
15
〜
16
日
目
に
行
わ

れ
た
。
今
回
の
報
告
は
門
脇

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
関
連

予
算
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の

審
議
内
容
を
中
心
に
報
告
す

る
。「
所
得
を
生
む
玉
手
箱
」

と
い
う
総
合
研
究
所
問
題
は

産
業
建
設
委
員
会
。

　
「
地
域
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
」は
総
務
委
員
会
の
審
議
。

　
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

事
業
」
は
教
育
民
生
委
員
会

で
そ
れ
ぞ
れ
議
論
さ
れ
た
。

８つの約束
76事業と7億6,000万円

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
し
、

地
域
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

問　

市
長
は
市
民
分
権
を
進

め
る
た
め
、
地
域
運
営
体
を

設
立
し
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
予
定
だ

が
、
行
政
改
革
方
針
に
逆
行

し
な
い
か
。

答　

行
革
に
逆
行
す
る
と
は

思
わ
な
い
。
最
大
の
ネ
ラ
イ

は
地
域
に
密
着
し
た
形
で
職

員
を
活
用
す
る
こ
と
だ
。

問　

モ
デ
ル
事
業
に
田
沢
地

区
が
決
定
し
、
５
０
０
万
円

の
財
政
支
援
が
お
こ
な
わ
れ

る
が
、ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　

予
算
の
最
高
限
度
額
は

５
０
０
万
円
で
あ
る
。
高
齢

者
対
策
や
ソ
フ
ト
事
業
に
使

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

公
募
型
公
共
事
業
選
定

委
員
会
の
予
算
が
措
置
さ
れ

た
が
、
道
路
等
の
優
先
度
や

必
要
性
を
審
査
す
る
委
員
会

と
い
う
が
、
議
会
常
任
委
員

会
と
の
整
合
性
は
問
題
な
い

か
。

答　

ネ
ラ
イ
は
各
地
区
、
団

体
か
ら
要
望
さ
れ
た
も
の

が
、
ど
の
よ
う
に
措
置
さ
れ

た
か
見
え
に
く
い
の
で
、
透

明
性
を
も
っ
た
進
め
方
を
し

た
い
。
建
設
部
が
担
当
す
る

の
で
、
産
業
建
設
委
員
会
の

協
議
に
な
る
が
、
常
任
委
員

会
と
の
整
合
性
は
十
分
配
慮

す
る
。

問　

み
ん
な
の
庁
舎
検
討
事

業
の
費
用
と
し
て
81
万
円
が

措
置
さ
れ
た
が
、
公
募
市
民

を
含
め
検
討
委
員
会
を
設
置

予
定
だ
が
、
市
議
会
の
関
わ

り
に
つ
い
て
ど
う
す
る
か
。

答　

検
討
委
員
会
が
全
て
決

め
る
こ
と
で
は
な
い
。
議
会

の
議
決
を
求
め
る
場
合
、
３

分
の
２
の
賛
成
が
必
要
だ
。

議
会
の
考
え
を
問
う
た
め
に

も
市
民
か
ら
、
市
長
へ
提
言

等
を
お
願
い
し
た
い
。

問　

任
期
付
職
員
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
だ
が
、

必
要
性
や
そ
の
効
果
を
ど
の

よ
う
に
求
め
る
か
。

答　

現
段
階
の
予
定
で
は
、

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
総

合
研
究
所
の
職
員
が
該
当
す

る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の

活
用
も
あ
る
が
、
特
産
品
の

開
発
、
流
通
関
係
、
マ
ー
ケ

テ
ン
グ
活
動
、
新
市
場
開
拓

な
ど
に
詳
し
い
方
を
想
定
し

て
い
る
。
桜
係
も
候
補
と

な
っ
て
い
る
。

問　

人
件
費
の
抑
制
や
職
員

削
減
等
行
政
改
革
を
進
め
て

い
る
過
程
で
、
任
期
付
職
員

を
配
置
し
て
い
く
が
、
職
員

定
数
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

答　

職
員
と
し
て
採
用
す
る

の
で
定
数
に
入
る
。
あ
く
ま

で
職
員
で
対
応
で
き
な
い
分

野
に
限
っ
て
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

問　

仙
北
市
行
政
組
織
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が

提
案
さ
れ
た
が
、
産
業
観
光

部
が「
観
光
商
工
部
」と「
農

林
部
」
に
分
か
れ
る
が
部
の

設
置
場
所
は
ど
こ
か
。

答　

観
光
商
工
部
に
つ
い
て

は
中
町
庁
舎
、
農
林
部
は
西

木
庁
舎
を
想
定
し
て
い
る
。

総
合
研
究
所
は
西
木
庁
舎
に

置
く
。

〝
所
得
を
生
む
玉
手
箱
〟

「
総
合
産
業
研
究
所
費
と
し
て

３
７
８
万
円
が
措
置
さ
れ
て
い

る
」

問　

市
長
の
主
要
施
策
の
一

環
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
な

内
容
で
進
め
る
の
か
を
問

う
。

答　

所
得
を
4
年
間
で
10
％

以
上
増
や
す
こ
と
か
ら
、
農

林
畜
水
産
業
の
収
益
性
の
追

究
が
必
要
で
あ
る
。
米
、
野

菜
、
山
菜
等
を
原
料
に
商
品

開
発
を
行
い
、
地
場
産
作
物

の
栽
培
需
要
を
高
め
る
、
ま

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
を

行
い
、
売
れ
る
農
林
畜
水
産

物
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
在
来
野
菜
や
、
果
実
の

種
子
の
確
保
、
有
望
品
種
の

試
験
栽
培
、
適
地
選
定
な
ど

が
「
総
合
産
業
研
究
所
」
の

主
な
業
務
で
あ
る
。

　

組
織
と
し
て
は
、
農
家
、

Ｊ
Ａ
、
市
と
の
間
で
任
意
の

団
体
を
結
成
し
、
各
事
業
の

連
携
を
取
っ
て
ま
い
り
た

い
。

問　
「
総
合
産
業
研
究
所
」

の
設
置
場
所
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

研
究
所
と
し
て
の
建
物

は
な
い
が
、
現
在
西
木
庁
舎

を
考
え
て
い
る
。
今
後
人
員

配
置
や
、
冬
期
間
の
生
産
物

な
ど
の
保
存
等
を
考
慮
し
な

が
ら
決
定
し
た
い
。

問　

観
光
関
係
に
つ
い
て
は

組
織
機
構
の
改
正
が
提
案
さ

れ
て
い
る
が
、
予
算
と
し
て

は「
頑
張
れ
合
宿
応
援
事
業
」

に
２
２
６
万
円
が
予
算
措
置

さ
れ
て
い
る
、
こ
の
内
容
と

民
間
と
の
連
携
に
つ
い
て
問

う
。

答　

仙
北
市
内
の
宿
泊
者
数

の
増
を
図
る
た
め
、
延
べ
50

泊
以
上
の
運
動
系
及
び
、
文

化
系
の
合
宿
、
ゼ
ミ
等
を
行

う
、
高
校
、
短
大
の
生
徒
に

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

地域ステップアップ事業のモデルとなる
田沢サポートセンター 小林委員長

浅利副委員長



5

明日を創る
平成22年度

１
泊
１
千
円
の
宿
泊
費
を
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
業

内
容
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ

等
の
印
刷
、
高
校
・
短
大
・

大
学
へ
の
案
内
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信

な
ど
で
あ
る
民
間
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
観
光
協
会
と
協

議
し
、
市
内
の
各
民
間
施
設

の
利
用
及
び
各
学
校
へ
の
Ｐ

Ｒ
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
「
が
ん
ば
れ
合
宿
応
援

事
業
」
費
の
、
延
べ
宿
泊
数

が
50
泊
以
上
で
１
泊
当
た
り

１
，
０
０
０
円
の
宿
泊
費
を

補
助
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の

根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
「
が
ん
ば
れ
合
宿
応
援

事
業
」
の
補
助
根
拠
に
つ
い

て
は
全
国
の
先
進
地
事
例
の

資
料
か
ら
一
番
多
か
っ
た
も

の
の
基
準
金
額
で
あ
る
。

問　

東
ア
ジ
ア
観
光
宣
伝
・

誘
客
事
業
費
と
し
て
２
４
６

万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
3
県
の
主
要
事
業
の

内
容
を
問
う
。

答　

仙
北
市
に
お
い
て
昨
年

度
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
は

１
６
，
０
０
０
人
と
増
加
し

て
お
り
、
宿
泊
ま
で
結
び
つ

け
た
滞
在
型
の
誘
客
を
積
極

的
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
事

業
内
容
は
、（
１
）
北
東
北

３
県
韓
国
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
商

談
会
へ
の
参
加
、（
２
）
東

北
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｎ
台

湾
へ
の
参
加
、（
３
）
観
光

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
（
英
語
・
韓

国
・
中
国
本
土
）
の
作
成
で

あ
る
。

問　

来
年
度
一
般
会
計
予
算

の
中
で
普
通
建
設
事
業
費
は

12
億
６
，
８
０
０
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
。そ
の
中
で「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
費

補
助
金
」
と
し
て
、
３
，
２

０
０
万
円
が
措
置
さ
れ
て
い

る
が
そ
の
具
体
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

市
民
の
住
宅
改
善
の
促

進
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
市
内
の
事
業
者

を
利
用
し
た
修
繕
、
補
修
、

増
築
及
び
下
水
道
施
設
へ
の

接
続
工
事
な
ど
を
行
っ
た
方

に
補
助
金
30
万
円
を
限
度

と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
あ

る
。

問　
「
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
策
定
事
業
」
と
は
何

か
。

答　

更
新
コ
ス
ト
の
削
減
を

目
指
し
、
住
宅
の
維
持
管
理

を
計
画
的
に
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。
予
算
は
７
５
６
万

円
で
あ
る
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

開
始
！

問　

次
世
代
育
成
に
力
を
注

ぐ
考
え
で
新
規
事
業
を
立
ち

上
げ
た
が
、
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
事
業
、
ひ
と
り
親
家

庭
支
援
事
業
と
は
ど
ん
な
も

の
か
。

答　

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

事
業
は
生
後
４
ヶ
月
ま
で
の

全
て
の
家
庭
を
訪
問
し
、
不

安
や
悩
み
を
聞
き
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
う
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

は
母
子
、
父
子
の
ひ
と
り
親

家
庭
に
対
し
、
そ
の
生
活
の

安
定
を
図
る
た
め
、
家
庭
支

援
員
を
派
遣
す
る
も
の
で
あ

る
。

問　

明
日
の
県
立
高
校
検
討

事
業
費
60
万
円
が
予
算
化
さ

れ
た
が
、
検
討
委
員
会
の
検

討
結
果
を
ど
の
よ
う
な
形
で

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
。

答　

委
嘱
す
る
両
高
校
長
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、
同
窓
会
、

校
長
先
生
な
ど
12
人
の
委
員

と
公
募
す
る
６
人
の
計
18
人

の
委
員
で
４
〜
５
月
で
意
見

を
集
約
す
る
。
そ
の
後
市
長

が
6
月
定
例
議
会
に
報
告
す

る
こ
と
に
な
る
。

問　

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

事
業
費
20
万
円
は
、
対
象
家

庭
の
訪
問
活
動
と
い
う
内
容

だ
が
、
具
体
的
な
対
応
等
に

伺
い
た
い
。

答　

生
後
4
ヶ
月
ま
で
の
乳

児
の
い
る
全
て
の
家
庭
を
訪

問
し
、
様
々
な
不
安
や
悩
み

を
危
機
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
情
報
を
提
供
す
る
事

業
。

問　

複
式
学
級
に
な
る
た

め
、
非
常
勤
講
師
の
費
用
３

８
０
万
円
が
措
置
さ
れ
た

が
、
複
式
学
級
は
一
時
的
か

常
態
化
す
る
か
。
そ
の
見
通

し
に
つ
い
て
ど
う
か
。

答　

白
岩
小
学
校
は
、
26
年

度
ま
で
の
複
式
で
そ
の
後
は

解
消
。
中
川
小
学
校
は
23
年

度
ま
で
は
複
式
一
学
級
だ
が

24
年
度
か
ら
は
複
式
2
学
級

に
な
る
見
通
し
だ
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

複式学級支援員が派遣される白岩小学校

安全安心道路維持の整備費で
整備される予定の歩道の段差

小田嶋委員長

安藤委員長

田口副委員長

高久副委員長


